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は
じ
め
に

　

子
ど
も
た
ち
の
出
身
家
庭
の
社
会
階
層
の
高
さ
と
、
学
力
の
高

さ
に
正
の
相
関
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
︵
苅
谷
・
志

水
編
、
二
〇
〇
四
︶。
個
々
人
を
見
れ
ば
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
学

力
の
高
さ
が
学
歴
の
高
さ
へ
、学
歴
の
高
さ
が
安
定
し
た
仕
事
へ
、

︵
特
に
男
性
の
場
合
︶
安
定
し
た
仕
事
が
結
婚
を
可
能
と
し

Б

、
子
ど

も
に
対
し
て
活
用
で
き
る
資
源
の
多
い
家
庭
の
も
と
で
の
子
育
て

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
か
く
し
て
出
身
階
層
が
次
世
代
に
再
生

産
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
社
会
的
事
実
で
あ
り
、

若
年
層
を
中
心
と
し
た
貧
困
︵
さ
し
あ
た
り
貧
困
研
究
会
、
二
〇
〇

八
︶
や
子
ど
も
の
貧
困
︵
浅
井
・
松
本
・
湯
沢
編
、
二
〇
〇
八
︶
は

大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
、
特
に
学
校
な

ど
の
教
育
現
場
に
お
い
て
、
階
層
的
な
違
い
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

社
会
の
変
革
を
即
座
に
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

論
文

フ
リ
ー
タ
ー
「
選
択
」
と
自
尊
感
情
・
職
業
意
識

─「
高
校
生
の
生
活
と
進
路
意
識
調
査
」
か
ら
（
３
・
最
終
）

内
田
龍
史　

　

本
稿
は
、
二
〇
〇
四
～
〇
五
年
に
行
わ
れ
た
「
高
校
生
の
生
活
と
進
路
意
識
調
査
」
か
ら
、
高
校
卒
業
時
に
お
け
る
進
路
分
化
と
、
自
尊
感
情
・
職
業
意
識

と
の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。
結
果
、「
女
子
」「
商
業
校
」「
進
路
多
様
校
」
生
や
、
身
の
ま
わ
り
に
「
不
安
定
・
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」
層
が
多
い
と
感
じ
て
い
る

層
で
、
大
人
か
ら
の
期
待
を
感
じ
て
い
な
い
な
ど
自
尊
感
情
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
心
理
的
排
除
が
フ
リ
ー
タ
ー
析
出
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
た
。

要　
　

約
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こ
う
し
た
教
育
現
場
か
ら
の
介
入
が
難
し
い
出
身
家
庭
階
層
と

い
う
要
因
そ
れ
自
体
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
れ
と
は
異
な

る
子
ど
も
た
ち
の
学
力
形
成
へ
の
働
き
か
け
の
可
能
性
を
見
出
し

た
の
が
、
池
田
寛
ら
の
研
究
で
あ
る
。
池
田
ら
は
、
部
落
の
子
ど

も
た
ち
を
含
む
学
力
・
生
活
実
態
調
査
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
低

学
力
と
「
自
己
概
念
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

一
連
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
学
力
の
高
さ
と
自

尊
感
情
の
高
さ
と
の
あ
い
だ
に
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
︵
池
田
、
二
〇
〇
〇
︶。
自
尊
感
情
は
他
者
と
の
関
係

に
お
い
て
育
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
師
な
ど
を
中
心

と
し
た
学
校
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
働
き
か
け
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
こ
う
し
て
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情
を
高
め
る
取
り
組

み
が
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
で
は
、
教
育
現
場
に
お

い
て
「
自
尊
感
情
」
を
育
む
こ
と
は
、「
学
力
」
形
成
を
促
す
と

い
う
側
面
に
お
い
て
も
ひ
と
つ
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、「
高
校
生
の
生
活
と
進
路
意
識
調
査
」︵
以
下
、「
高

校
生
調
査
」︶
の
結
果
か
ら
、
高
校
卒
業
時
に
お
け
る
進
路
分
化

を
検
討
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
回
目
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
尊
感

情
に
着
目
し
、
進
路
分
化
や
職
業
意
識
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て

分
析
を
行
う
。
と
い
う
の
も
、
主
に
小
・
中
学
校
で
重
視
さ
れ
て

い
る
学
力
形
成
の
み
な
ら
ず
、
高
校
生
の
進
路
分
化
・
職
業
意
識

と
自
尊
感
情
と
の
関
連
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
、
現
在
推
進
さ

れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
、
高
校
生
に
対
す
る
教
育
的
働
き

か
け
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
大
阪
府
の
公
立
高
校
一
二
校

の
協
力
の
も
と
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
一
月
に

か
け
て
各
学
校
の
高
校
三
年
生
を
対
象
と
し
た
「
高
校
生
調
査
」

か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
有
効
回
収
数
は
一
四
〇
九
票
で
あ

っ
た
。
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
︵
部
落
解
放
・

人
権
研
究
所
編
、
二
〇
〇
六
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
は
「
高
校
生
調
査
」
に
関
す
る
分
析
の
最
終
回
に

あ
た
る
。
進
路
分
化
と
高
校
生
の
生
活
構
造
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
菅
野
︵
二
〇
〇
八
︶、
家
庭
の
階
層
的
背
景
と
の
関
連
に
つ
い

て
は
妻
木
︵
二
〇
〇
八
︶
を
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

一　

自
尊
感
情
と
そ
の
特
徴

１　

自
尊
感
情
項
目
の
要
約

　

本
調
査
で
用
い
た
自
尊
感
情
に
関
す
る
項
目
は
、
こ
れ
ま
で
池

田
寛
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
学
力
・
生
活

実
態
調
査
に
な
ら
っ
た
も
の
︵
表
１
︶
を
用
い
て
い
る
︵
例
え
ば
、

鍋
島
ほ
か
、
二
〇
〇
五
︶。
た
だ
し
、
こ
こ
で
用
い
て
い
る
項
目
は
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
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る
た
め
、
本
稿
で
総
じ
て
「
自
尊
感
情
」
と
称
さ

れ
る
内
実
に
は
、
学
校
の
先
生
と
の
関
係
や
勉
強

へ
の
自
信
な
ど
、
学
校
文
化
へ
の
包
摂
／
排
除
が

か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
対
象
者
が
高
校

生
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
高
校
と
い
う
学
校

文
化
へ
の
包
摂
感
は
、
自
尊
感
情
の
形
成
に
何
ら

か
の
影
響
を
与
え
う
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
一
七
の
自
尊
感
情
項
目
を
要
約
す
る

た
め
に
主
成
分
分
析
を
行
っ
た
。
結
果
は
表
１
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
主
成
分
は
、「
み
ん
な
の
前
で
も
は
っ
き

り
自
分
の
意
見
が
い
え
る
ほ
う
だ
」「
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
み
ん
な
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
く
ほ
う
だ
」

「
他
の
子
よ
り
も
多
く
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
ほ

う
だ
」
な
ど
で
主
成
分
得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
名
づ
け
る
。

　

第
二
主
成
分
は
、「
保
護
者
は
私
の
気
持
ち
を

わ
か
っ
て
く
れ
て
い
る
」「
私
は
と
て
も
し
あ
わ

せ
だ
」「
先
生
は
私
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
く
れ

て
い
る
」で
主
成
分
得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、「
大

表１　自尊感情の主成分
リーダー
シップ

大人から
の理解

大人から
の期待

狭義の自
尊感情

協調性

みんなの前でもはっきり自分の意見がいえる
ほうだ 0.761 0.042 -0.048 0.092 -0.126

リーダーになってみんなをひっぱっていくほ
うだ 0.742 0.022 0.087 -0.051 -0.047

他の子よりも多くのことを知っているほうだ 0.609 -0.058 0.103 -0.033 0.234
スポーツや音楽、絵を描くことに自信をもっ
ている 0.485 0.078 0.143 -0.022 0.040

むずかしいことにぶつかった時こそ、がんば
るほうだ 0.470 0.109 0.129 0.197 0.250

保護者は私の気持ちをわかってくれている 0.000 0.783 0.006 0.041 0.117
私はとてもしあわせだ 0.226 0.676 -0.043 0.205 0.016
先生は私の気持ちをわかってくれている -0.056 0.598 0.430 -0.057 -0.048
先生は私に期待をかけている 0.130 0.082 0.836 -0.006 0.012
保護者は私に大きな期待をかけている 0.124 0.015 0.727 -0.036 0.000
学校の勉強には自信をもっている 0.119 -0.013 0.519 0.181 0.295
＊自分の性格でいやだと思うところが多い 0.128 0.048 0.026 0.673 -0.043
＊自分とはちがう人間になってしまいたい 0.203 0.328 -0.083 0.622 -0.152
＊欲しい物があればがまんできないほうだ 0.181 -0.255 0.104 0.472 0.261
＊家出をしたいと思ったことが何度かある -0.255 0.342 0.049 0.468 0.165
時間はきっちり守るほうだ 0.022 -0.006 0.089 0.136 0.707
まわりの人にあわせるのがうまいほうだ 0.176 0.196 0.003 -0.336 0.611
固有値 2.819 1.833 1.586 1.263 1.085
寄与率 16.6 10.8 9.3 7.4 6.4
累積寄与率 16.6 27.4 36.7 44.1 50.5
※因子抽出法：主成分分析（バリマックス法）
※そう思う＝３、どちらともいえない＝２、そう思わない＝１とした。（ただし、＊は逆転項目）
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人
か
ら
の
理
解
」
と
名
づ
け
る
。

　

第
三
主
成
分
は
、「
先
生
は
私
に
期
待

を
か
け
て
い
る
」「
保
護
者
は
私
に
大
き

な
期
待
を
か
け
て
い
る
」
な
ど
で
主
成
分

得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、「
大
人
か
ら
の

期
待
」
と
名
づ
け
る
。

　

第
四
主
成
分
は
、「
自
分
の
性
格
で
い

や
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
多
い
」「
自
分
と

は
ち
が
う
人
間
に
な
っ
て
し
ま
い
た
い
」

な
ど
で
主
成
分
得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、

「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
と
名
づ
け
る
。

　

第
五
主
成
分
は
、「
時
間
は
き
っ
ち
り

守
る
ほ
う
だ
」「
ま
わ
り
の
人
に
あ
わ
せ

る
の
が
う
ま
い
ほ
う
だ
」
で
主
成
分
得
点

が
高
い
こ
と
か
ら
、「
協
調
性
」
と
名
づ

け
る
。

　

い
ず
れ
も
、
そ
の
得
点
が
高
い
ほ
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
強
く
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

２　

自
尊
感
情
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
主
成
分
分
析
に
よ
っ
て
導

き
出
さ
れ
た
五
つ
の
自
尊
感
情
主
成
分
の
特
徴
を
把
握
す
る
。

　

ま
ず
、
男
女
差
の
検
討
を
行
う
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
成
分

に
つ
い
て
ｔ
検
定
を
行
っ
た
。
性
別
と
の
間
に
有
意
な
差
が
見
ら

れ
た
の
は
、「
大
人
か
ら
の
期
待
」
と
「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
だ

っ
た
︵
表
２
︶。
と
も
に
「
男
子
」
の
方
が
高
く
、「
女
子
」
の
方

が
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。「
男
子
」
よ
り
も
「
女
子
」
の
方

が
自
尊
感
情
の
形
成
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
傾
向
は
、
こ
れ
ま
で
の

他
の
研
究
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
お
り
︵
木
村
、
二
〇
〇
一
：

玉
井
、
二
〇
〇
一
：
内
田
、
二
〇
〇
五
︶、
本
調
査
に
お
い
て
も
同

様
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

　

本
調
査
で
は
、
家
庭
の
階
層
的
背
景
を
把
握
す
る
た
め
に
、「
文

化
階
層
」
を
用
い
て
い
る
。
文
化
階
層
と
は
、
主
に
教
育
社
会
学

な
ど
で
家
庭
の
文
化
的
環
境
を
把
握
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い

る
指
標
の
こ
と
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
苅
谷
︵
二
〇
〇
四
︶
ら
に

な
ら
い
、「
家
の
人
は
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
」「
家
の
人
が

手
づ
く
り
の
お
菓
子
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
」「
小
さ
い
と
き
に
、

家
の
人
に
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
」「
家
の
人
に
博
物
館
や
美

術
館
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
の
四
段
階
「
と

て
も
あ
て
は
ま
る
」
～
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
に
そ
れ
ぞ
れ
四
点

～
一
点
、「
家
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
」
の
「
は
い
」
に
四
点
、「
い

い
え
」
に
一
点
を
割
り
振
っ
た
う
え
合
計
し
た
も
の
を
文
化
階
層

得
点
と
し
た
。
さ
ら
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
人
数
が
で
き
る
だ
け
近

表２　性別「大人からの期待」と「狭義の自尊感情」

人数 大人からの期待 狭義の自尊感情
男子 430 0.300 0.229
女子 905 -0.145 -0.099
ｔ値 7.625** 5.668**
＊＊相関係数は１％水準で有意、以下同。
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く
な
る
よ
う
に
「
上
位
」「
中
位
」「
下
位
」
に
ふ
り
わ
け
た
。
な

お
、高
卒
後
の
進
路
選
択
に
至
る
そ
れ
以
前
の
傾
向
に
つ
い
て
も
、

文
化
階
層
の
高
い
安
定
し
た
家
庭
出
身
の
子
ど
も
は
小
・
中
学
校

で
高
い
成
績
を
と
り
、
難
易
度
の
高
い
高
校
に
進
学
す
る
、
不
安

定
な
家
庭
出
身
の
場
合
は
対
照
的
な
進
路
を
辿
る
と
い
う
不
平
等

の
世
代
間
再
生
産
の
現
実
が
、
本
調
査
か
ら
も
確
認
さ
れ
て
い
る

︵
菅
野
、
二
〇
〇
八
：
妻
木
、
二
〇
〇
八
︶。

　

文
化
階
層
と
の
分
散
分
析
の
結
果
、
男
子
で
は
「
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」と「
大
人
か
ら
の
理
解
」、
女
子
で
は「
大
人
か
ら
の
理
解
」

と
の
あ
い
だ
に
有
意
差
が
見
ら
れ
た
︵
表
３
︶。
性
別
を
問
わ
ず

共
通
す
る
「
大
人
か
ら
の
理
解
」
は
、
と
も
に
上
位
ほ
ど
高
く
、

下
位
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
そ
も
そ
も
文

化
階
層
と
い
う
概
念
が
保
護
者
と
の
関
係
性
を
前
提
と
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
必
然
と
も
言
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
家
庭
の
階

層
的
背
景
が
厳
し
い
層
ほ
ど
、
大
人
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と

考
え
る
傾
向
に
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
男
子
で
は
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
も
有
意
差

が
見
ら
れ
、
上
位
ほ
ど
高
く
、
下
位
ほ
ど
低
く
な
っ
て
お
り
、
上

位
層
ほ
ど
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
発
揮
で
き
る
と
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。

　

続
い
て
学
校
タ
イ
プ
別
の
検
討
を
行
う
た
め
に
、
分
散
分
析
を

行
っ
た
。
結
果
、
学
校
タ
イ
プ
別
に
は
「
男
子
」
で
は
有
意
な
差

表３　文化階層別「リーダーシップ」と「大人からの理解」

性別 文化階層 人数 大人からの理解 リーダーシップ

男子
上位 143 0.251 0.126
中位 165 -0.064 0.058
下位 112 -0.255 -0.255

F値 9.121** 5.111**

女子
上位 296 0.213
中位 328 0.090
下位 269 -0.283

F値 19.087**

表４　学校タイプ別「大人からの理解」と「大人からの期待」と（女子）

人数 大人からの理解 大人からの期待
準進学校 135 0.175 0.143
中間校 152 0.231 -0.072
商業校 360 -0.064 -0.280
進路多様校 258 -0.076 -0.148

Ｆ値 4.986** 6.790**
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が
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ

ち
、「
男
子
」
は
学
校
タ

イ
プ
別
に
は
自
尊
感
情
に

違
い
が
見
ら
れ
な
い
の
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ひ
と

つ
の
発
見
で
あ
る
。

　

他
方
、「
女
子
」で
は「
大

人
か
ら
の
理
解
」
と
「
大

人
か
ら
の
期
待
」
に
お
い

て
、
有
意
な
差
が
見
ら
れ

た
︵
表
４
︶。「
大
人
か
ら

の
理
解
」は「
中
間
校
」「
準

進
学
校
」
で
高
く
、「
商

業
校
」「
進
路
多
様
校
」

で
低
い
。
ま
た
、「
大
人

か
ら
の
期
待
」
は
、「
準

進
学
校
」
で
高
く
、「
商

業
校
」
で
最
も
低
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、

「
女
子
」の「
商
業
校
」「
進

路
多
様
校
」
に
通
う
生
徒

た
ち
が
、
相
対
的
に
大
人

か
ら
理
解
・
期
待
さ
れ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
傾
向
を
示
し

て
い
る
。

　

最
後
に
、
進
路
分
化
別︵
表
５
︶に
見
る
と
、「
男
子
」で
は「
協

調
性
」
の
み
有
意
差
が
見
ら
れ
、
女
子
で
は
「
大
人
か
ら
の
理
解
」

「
大
人
か
ら
の
期
待
」「
協
調
性
」
で
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。

　
「
男
子
」で
は「
進
学
」で
最
も「
協
調
性
」の
平
均
値
が
高
く
、

「
フ
リ
ー
タ
ー
」
で
最
も
平
均
値
が
低
い
。
他
方
、「
女
子
」
に
お

い
て
も
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
で
最
も
平
均
値
が
低
い
の
は
男
子
と
同

様
で
あ
る
が
、
最
も
高
い
の
は
「
就
職
」
層
で
あ
る
。
こ
う
し
た

傾
向
は
、
菅
野︵
二
〇
〇
八
：
七
二-

七
三
︶が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

実
際
に
「
就
職
」
を
選
択
す
る
割
合
が
高
い
「
商
業
校

В

」
に
お
い

て
、「
実
際
の
規
則
や
そ
れ
に
基
づ
く
生
徒
指
導
が
徹
底
し
て
い

る
」
こ
と
の
反
映
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
、「
女
子
」

で
は
、「
進
学
」
で
「
大
人
か
ら
の
理
解
」「
大
人
か
ら
の
期
待
」

の
平
均
値
が
と
も
に
最
も
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
、「
就
職
」
で
「
大

人
か
ら
の
理
解
」
が
、「
フ
リ
ー
タ
ー
」
で
「
大
人
か
ら
の
期
待
」

が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
傾
向
を
見
る
と
、
内
田
︵
二
〇
〇
五
ａ
︶
が
小
・
中
学

生
を
対
象
に
し
た
調
査
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
高
校
生
に
お
い
て

も
性
別
・
文
化
階
層
に
お
い
て
自
尊
感
情
の
違
い
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
男
子
」よ
り
も「
女
子
」で「
大

人
か
ら
の
期
待
」
を
感
じ
て
お
ら
ず
、「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
が

表５　進路分化別「大人からの理解」「大人からの期待」「協調性」

性別 進路分化 人数 大人からの理解 大人からの期待 協調性

男子

進学 323 0.045
就職 69 -0.205
フリーター 22 -0.412
Ｆ値 3.251**

女子

進学 510 0.101 0.010 0.017
就職 237 -0.123 -0.249 0.198
フリーター 138 -0.041 -0.461 -0.286
Ｆ値 4.300* 15.836** 10.892**

＊相関係数は５％水準で有意、以下同。
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低
く
な
っ
て
お
り
、「
文
化
階
層
上
位
」よ
り
も「
下
位
」層
で「
大

人
か
ら
の
理
解
」
が
な
い
と
感
じ
る
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
自
尊
感

情
の
形
成
が
妨
げ
ら
れ
や
す
い
層
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
学
校
タ
イ
プ
や
進
路
分
化
に
お
い
て
も
「
女
子
」
に
限

れ
ば
自
尊
感
情
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。「
商
業
校
」「
進
路
多
様
校
」

や
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
予
定
者
で
、
特
に
「
大
人
か
ら
の
期
待
」
を

感
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ
で
は
「
大
人

か
ら
の
期
待
」
を
受
け
て
い
な
い
「
女
子
」
の
「
商
業
校
」「
進

路
多
様
校
」
生
徒
た
ち
が
、
最
も
フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て
析
出
さ
れ

や
す
い
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
小
・
中
学

生
の
段
階
か
ら
大
人
か
ら
期
待
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
傾
向
が
蓄
積

さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

二　

自
尊
感
情
と
身
の
ま
わ
り
の
人
々

１　

身
の
ま
わ
り
の
人
々

　

自
尊
感
情
は
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
育
ま
れ
る
も
の
だ
と
す

れ
ば
、
身
の
ま
わ
り
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
い
る
の
か
、
そ
の
認

識
の
違
い
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

本
調
査
で
は
、
調
査
対
象
者
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
造
を
把
握
す
る
た
め
に
周
囲
に
ど
の
よ
う
な
人
が
い
る
の

か
を
た
ず
ね
て
お
り
、「
家
族
や
親
戚
」「
友
人
や
先
輩
」「
近
所
」

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
い
る
」
か
「
い
な
い
」
に
○
を
つ
け
て

も
ら
う
形
式
を
採
用
し
た
。
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
た

若
者
た
ち
の
周
囲
に
多
い
、
あ
る
い
は
少
な
い
と
推
測
さ
れ
る

人
々
が
、
調
査
対
象
者
の
周
囲
に
い
る
の
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
た

一
二
の
項
目
で
あ
る

Г

。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
い
る
」
を
一
点
と

し
、「
い
な
い
」
を
〇
点
と
し
て
、
足
し
算
し
た
も
の
を
身
の
ま

わ
り
の
モ
デ
ル
得
点
と
し
た
。
続
い
て
、
彼
／
彼
女
ら
が
組
み
込

ま
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
を
把
握
す
る
た
め
に
、
身
の
ま

わ
り
の
モ
デ
ル
得
点
に
つ
い
て
主
成
分
分
析
を
行
っ
た
。
結
果
、

モ
デ
ル
得
点
は
二
つ
の
「
主
成
分
」
に
要
約
で
き
た
︵
表
６
︶。

　

第
一
主
成
分
は
、「
建
設
現
場
で
働
く
人
な
ど
」「
一
〇
代
で
結

婚
し
た
人
」「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
」「
フ
リ
ー
タ
ー
」
な
ど
で
主
成

分
得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、
身
の
ま
わ
り
に
い
る
「
不
安
定
・
ブ

ル
ー
カ
ラ
ー
」
層
の
多
さ
で
あ
る
と
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
そ

こ
で
「
不
安
定
・
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」
得
点
と
名
づ
け
る
。

　

第
二
主
成
分
は
、「
大
学
生
・
大
学
を
卒
業
し
た
人
」「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
」「
専
業
主
婦
」「
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
主
婦
」「
医
者
・

弁
護
士
・
学
校
の
先
生
」な
ど
で
主
成
分
得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、

身
の
ま
わ
り
に
い
る
「
安
定
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
層
の
多
さ
で

あ
る
と
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
安
定
・
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
」
得
点
と
名
づ
け
る
。
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こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
得
点
が
高
い
ほ
ど
名
づ
け
ら
れ
た
性
質

の
人
々
が
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
以

下
で
は
、
自
尊
感
情
と
身
の
ま
わ
り
の
人
々
と
の
関
係
が
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
、
検
討
を
行
う
。

２　

自
尊
感
情
と
身
の
ま
わ
り
の
モ
デ
ル
得
点

　

表
７
は
、
身
の
ま
わ
り
の
モ
デ
ル
得
点
と
自
尊
感
情
と
の
相
関

係
数
を
示
し
て
い
る
。
性
別
を
問
わ
ず
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
の
関
係
で
あ
る
。「
不
安
定
・
ブ
ル
ー
カ
ラ

ー
」、「
安
定
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
の
正
の
相
関
が
あ
る
。
ま
た
、「
協
調
性
」
に

つ
い
て
は
有
意
な
相
関
は
見
ら
れ
な
い
。

　

男
子
で
は
、「
安
定
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」得
点
の
高
さ
と
、「
大

人
か
ら
の
理
解
」
が
正
の
相
関
、「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
と
の
間

に
負
の
相
関
が
見
ら
れ
る
。「
安
定
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
が
身

の
ま
わ
り
に
多
い
層
は
、
大
人
が
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
反
面
、
自
分
の
こ
と
を
否
定
的
に
見
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
自
分
を
否
定
的
に

見
る
傾
向
が
な
ぜ
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
ろ
う
。

　

女
子
で
は
、「
不
安
定
・
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」得
点
の
高
さ
と
、「
大

人
か
ら
の
期
待
」「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
と
の
間
に
負
の
相
関
が

表６　身のまわりのモデル得点の主成分

不安定・ブルーカラー 安定・ホワイトカラー
建設現場で働く人など 0.741 0.087
10代で結婚した人 0.725 0.143
シングルマザー 0.688 0.022
フリーター 0.542 0.310
経営者 0.480 0.387

工場現場で働く人 0.442 0.264
子育て正社員女性 0.393 0.379
大学生・大卒者 0.015 0.808
サラリーマン 0.090 0.753
専業主婦 0.236 0.615
パート主婦 0.339 0.547

医者・弁護士・学校の先生 0.157 0.464
固有値 2.626 2.6
寄与率 21.9 21.6
累積寄与率 21.9 43.5
※因子抽出法：主成分分析（バリマックス法）
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見
ら
れ
る
。
不
安
定
層
が

周
囲
に
多
い
場
合
、
大
人

か
ら
の
期
待
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
の

こ
と
を
否
定
的
に
見
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。「
女
子
」

に
と
っ
て
は
周
囲
の
「
一

〇
代
で
結
婚
し
た
人
」
や

「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
」
の

存
在
は
、
自
尊
感
情
の
形

成
に
つ
な
が
る
モ
デ
ル
と

は
な
り
え
て
い
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
、
早
婚
を
理
想

的
だ
と
し
つ
つ
も
、
実
際

に
早
婚
し
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
て
い
る
女
性
に
対

す
る
評
価
と
し
て
「
ど
う

や
ろ
う
⋮
そ
れ
な
り
に
幸

せ
」
と
い
く
ら
か
の
躊
躇

を
含
み
つ
つ
語
る
、
社
会

的
に
不
利
な
立
場
に
置
か

れ
た
フ
リ
ー
タ
ー
女
性
の
姿
︵
内
田
、
二
〇
〇
五
ｂ
：
七
四
︶
と

重
な
り
合
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三　

自
尊
感
情
と
職
業
意
識

　

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
自
尊
感
情
と
進
路
分
化
・
身
の
ま

わ
り
の
モ
デ
ル
に
は
有
意
な
関
係
が
見
ら
れ
る
が
、
自
尊
感
情
の

あ
り
よ
う
と
職
業
意
識
と
の
関
連
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
検

討
を
行
い
た
い
。

１　

職
業
意
識
の
要
約

　

職
業
に
関
す
る
一
四
の
項
目
を
要
約
す
る
た
め
に
、
主
成
分
分

析
を
行
っ
た
。
結
果
は
表
８
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
主
成
分
は
、「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
探
す
た
め
に
フ

リ
ー
タ
ー
に
な
る
の
は
よ
い
」「
働
き
ぐ
ち
が
減
っ
て
い
る
の
で

フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
の
は
し
か
た
が
な
い
」「
フ
リ
ー
タ
ー
に
な

る
の
は
本
人
が
無
気
力
な
せ
い
だ
」
な
ど
で
主
成
分
得
点
が
高
い

こ
と
か
ら
、「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」
と
名
づ
け
る
。

　

第
二
主
成
分
は
、「
で
き
る
こ
と
な
ら
仕
事
は
し
た
く
な
い
」「
あ

ま
り
が
ん
ば
っ
て
働
か
ず
、
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
い
」
な
ど
で
主

成
分
得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、「
仕
事
へ
の
忌
避
」
と
名
づ
け
る
。

　

第
三
主
成
分
は
、「
資
格
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
こ
と
は
就

表７　身のまわりのモデル得点と自尊感情との相関係数

性別 リーダー
シップ

大人から
の理解

大人から
の期待

狭義の自尊
感情 協調性

男子
（Ｎ＝393）

不安定・ブルー
カラー 0.329** 0.065 -0.050 -0.069 -0.069

安定・ホワイト
カラー 0.204** 0.117* 0.045 -0.130* 0.046

女子
（Ｎ＝793）

不安定・ブルー
カラー 0.237** -0.005 -0.094**　　-0.148** -0.056

安定・ホワイト
カラー 0.142** -0.002 0.024 -0.008 0.041
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職
に
有
利
に
な
る
」「
安
定
し
た

仕
事
に
つ
き
た
い
」
な
ど
で
主
成

分
得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、「
資

格
・
安
定
志
向
」
と
名
づ
け
る
。

　

第
四
主
成
分
は
、「
自
分
に
あ

わ
な
い
仕
事
は
し
た
く
な
い
」
で

主
成
分
得
点
が
高
い
こ
と
か
ら
、

「
や
り
た
い
こ
と
志
向
」
と
名
づ

け
る
。

　

い
ず
れ
も
、
そ
の
得
点
が
高
い

ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
強
く

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

２ 　

自
尊
感
情
と
職
業
意
識 

と
の
関
係

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
職
業
意
識
主

成
分
と
、
自
尊
感
情
と
の
関
係
は

い
か
な
る
も
の
か
。
表
９
は
、
自

尊
感
情
主
成
分
と
職
業
意
識
主
成

分
の
相
関
係
数
を
示
し
て
い
る
。

　

性
別
を
問
わ
ず
、「
大
人
か
ら

表８　職業意識の主成分

フリーター
への親和性

仕事への
忌避

資格・安定
志向

やりたい
こと志向

自分がやりたいことを探すためにフ
リーターになるのはよい 0.789 -0.015 -0.012 0.200

働きぐちが減っているのでフリータ
ーになるのはしかたがない 0.643 0.145 0.131 -0.073

フリーターになるのは本人が無気力
なせいだ -0.618 0.132 0.272 0.024

夢を実現するためにフリーターをし
ている人はかっこいい 0.587 0.069 -0.062 0.416

誰でもフリーターになるかもしれな
い 0.429 0.153 0.109 -0.179

正社員よりもフリーターのほうがよ
い 0.441 0.319 -0.300 0.005

できることなら仕事はしたくない -0.017 0.822 0.056 0.113
あまりがんばって働かず、のんびり
暮らしたい 0.027 0.788 0.104 0.169

高校での勉強は、仕事をするときに
は役に立たない 0.210 0.584 -0.068 -0.129

資格をたくさん持っていることは就
職に有利になる 0.060 -0.086 0.659 0.224

安定した仕事につきたい 0.026 0.111 0.650 0.014
学校での成績で将来がかなり決まる -0.090 -0.053 0.575 -0.051
いったん正社員として就職した会社
は辞めない方がよい -0.041 0.135 0.549 -0.308

自分にあわない仕事はしたくない -0.005 0.141 0.022 0.813
固有値 2.548 1.888 1.417 1.037
寄与率 18.2 13.5 10.1 7.4
累積寄与率 18.2 31.7 41.8 49.2
因子抽出法：主成分分析　回転法：Kaiser の正規化を伴うバリマックス法
そう思う＝４、どちらかといえばそう思う＝３、どちらといえばそう思わない＝２、そう思わ
ない＝１とした。
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の
理
解
」「
大
人

か
ら
の
期
待
」
と

「
仕
事
へ
の
忌
避
」

が
負
の
相
関
を
示

し
て
い
る
。ま
た
、

「
大
人
か
ら
の
期

待
」な
ら
び
に「
協

調
性
」と「
資
格
・

安
定
志
向
」
が
正

の
相
関
を
示
し
て

い
る
。す
な
わ
ち
、

大
人
か
ら
の
理
解

や
期
待
を
感
じ
て

い
な
い
層
で
「
仕

事
へ
の
忌
避
」
が

強
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
大
人
か

ら
の
働
き
か
け
が

仕
事
へ
の
意
欲
を

高
め
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
て
い

る
。
同
様
に
、「
大

人
か
ら
の
期
待
」を
受
け
る
こ
と
や
、「
協
調
性
」を
育
む
こ
と
が
、

「
資
格
・
安
定
志
向
」
を
高
め
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

奇
妙
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
と
「
資
格
・

安
定
志
向
」
と
の
間
に
も
負
の
相
関
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
狭

義
の
自
尊
感
情
」
が
低
い
ほ
ど
、「
資
格
・
安
定
志
向
」
が
強
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
仮
説
に
と
ど
ま
る
が
、
自
己

否
定
観
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
、
資
格
や
安
定
を
志
向
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

男
子
の
み
で
有
意
な
差
が
見
ら
れ
た
の
は
、「
狭
義
の
自
尊
感

情
」
と
「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」
で
あ
る
。「
狭
義
の
自
尊

感
情
」
の
低
さ
と
「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」
が
結
び
つ
い
て

い
る
。

　

女
子
の
み
で
有
意
な
差
が
見
ら
れ
た
の
は
、「
大
人
か
ら
の
期

待
」
と
「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」、「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
と

「
仕
事
へ
の
忌
避
」、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」と「
資
格
・
安
定
志
向
」

と
の
関
係
で
あ
る
。「
大
人
か
ら
の
期
待
」
の
低
さ
と
「
フ
リ
ー

タ
ー
へ
の
親
和
性
」
が
、「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
の
低
さ
と
「
仕

事
へ
の
忌
避
」
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
層
ほ
ど
「
資
格
・
安
定
志
向
」
で

あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」
と

の
関
係
が
、
男
子
と
女
子
で
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
男
子
は
「
狭

表９　自尊感情主成分と職業意識主成分の相関係数

フリーター
への親和性 仕事への忌避 資格・安定

志向
やりたいこと
志向

男子

リーダーシップ  0.050  0.046  0.000  0.033
大人からの理解  0.001 -0.214**  0.063  0.006
大人からの期待  -0.053 -0.209**  0.118*  0.018
狭義の自尊感情  -0.119* -0.089 -0.147** -0.028
協調性  0.011 -0.092  0.113* -0.075

女子

リーダーシップ  -0.031  -0.040  -0.080*  0.019
大人からの理解  -0.014 -0.128**  0.047  0.083*
大人からの期待 -0.191** -0.165** 0.130** -0.042
狭義の自尊感情  -0.060 -0.179** -0.161** -0.043
協調性  -0.001  -0.061 0.109** -0.089**
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表10　進路分化の規定要因

被説明変数（vs フリーター） 進学 就職
 回帰係数 オッズ比 回帰係数 オッズ比
男性（vs 女性） 0.886 ** 0.412 0.871 ** 0.418
文化階層得点 0.072 1.074 -0.042 0.959
不安定・ブルーカラー -0.728 ** 0.483 -0.419 ** 0.657
安定・ホワイトカラー 0.534 ** 1.706 0.481 ** 1.617
準進学校（vs 進路多様校） 2.883 ** 17.869 -0.861 0.423
中間校 1.064 ** 2.899 -0.055 0.947
商業校 0.289 1.335 0.967 ** 2.630
リーダーシップ 0.159 1.172 0.265 * 1.303
大人からの理解 0.084 1.088 0.004 1.004
大人からの期待 0.563 ** 1.756 0.299 * 1.349
狭義の自尊感情 0.232 1.261 0.182 1.200
協調性 0.215 1.239 0.301 ** 1.351
フリーターへの親和性 -0.481 ** 0.618 -0.380 ** 0.684
仕事への忌避 -0.027 0.973 -0.033 0.968
資格・安定志向 0.329 ** 1.390 0.712 ** 2.039
やりたいこと志向 -0.209 0.811 -0.429 ** 0.651
切片 2.298 ** 3.054 **
カイ２乗　　　　　　　　　 524.401 Cox と Snell の疑似決定係数 0.380
-2対数尤度　　　　　　　　1413.118 Nagelkerke の疑似決定係数 0.458
N　　　　　　　　　　　　　　1098

義
の
自
尊
感
情
」
の
低
さ
が
「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」
と
結

び
つ
い
て
い
る
が
、
女
子
は
「
仕
事
へ
の
忌
避
」
と
結
び
つ
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男
子
は
自
己
否
定
観
が
強
い
と
い
え

ど
も
働
い
て
い
る
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
へ
と
つ
な
が
る
の
に
対
し
、

女
子
は
そ
も
そ
も
仕
事
に
対
す
る
忌
避
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
女
子
の
自
己
否
定
が
仕
事
へ
の
忌
避
へ
と
つ

な
が
る
傾
向
は
、
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
た
女
子
に
よ
り
厳
し
い

社
会
的
排
除
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

四　

進
路
分
化
と
の
関
係

　

こ
こ
で
、
自
尊
感
情
・
身
の
ま
わ
り
の
モ
デ
ル
・
職
業
意
識
が

進
路
分
化
、
特
に
フ
リ
ー
タ
ー
選
択
に
与
え
る
影
響
を
整
理
す
る

た
め
に
、
進
路
分
化
を
従
属
変
数
と
す
る
多
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
結
果
は
表
10
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
進
学
と
フ
リ
ー
タ
ー
予
定
者
と
の
差
異
に
つ
い
て
見
る

と
、
性
別
で
は
女
子
、
身
の
ま
わ
り
の
モ
デ
ル
で
は
周
囲
に
「
不

安
定
・
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」
層
が
多
く
「
安
定
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」

層
が
少
な
い
、
さ
ら
に
「
準
進
学
校
」
や
「
中
間
校
」
と
比
較
し

て
「
進
路
多
様
校
」
で
フ
リ
ー
タ
ー
を
選
択
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
自
尊
感
情
と
の
関
係
で
は
「
大
人
か
ら
の
期
待
」
を

感
じ
て
い
な
い
も
の
ほ
ど
、
職
業
意
識
と
の
関
係
で
は
「
フ
リ
ー
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タ
ー
へ
の
親
和
性
」
が
高
く
、「
資
格
・
安
定
志
向
」
で
な
い
も

の
が
フ
リ
ー
タ
ー
を
選
択
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

続
い
て
就
職
と
フ
リ
ー
タ
ー
予
定
者
と
の
差
異
に
つ
い
て
、
フ

リ
ー
タ
ー
選
択
を
規
定
す
る
要
因
を
見
る
と
、
性
別
・
身
の
ま
わ

り
の
モ
デ
ル
は
進
学
層
と
の
差
異
と
同
様
で
あ
る
が
、
学
校
タ
イ

プ
で
は
「
商
業
校
」
と
比
較
し
て
「
進
路
多
様
校
」
で
フ
リ
ー
タ

ー
を
選
択
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
自
尊
感
情
と
の
関
係
を
見
る

と
、「
協
調
性
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
が
な
く
、「
大
人
か
ら
の

期
待
」
を
感
じ
て
い
な
い
も
の
ほ
ど
、
職
業
意
識
と
の
関
係
で
は

「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」や「
や
り
た
い
こ
と
志
向
」が
高
く
、

「
資
格
・
安
定
志
向
」
で
な
い
も
の
が
フ
リ
ー
タ
ー
を
選
択
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
や
り
た
い
こ
と
」
と
フ
リ
ー
タ
ー
と
の
親

和
性
は
先
行
研
究
︵
久
木
元
、
二
〇
〇
三
︶
に
お
い
て
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
本
調
査
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
傾
向
が
確
認
で
き

る
。

五　

知
見
と
考
察

　

さ
い
ご
に
、
今
回
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と

め
て
お
き
た
い
。

︵
１
︶
自
尊
感
情
の
特
徴
と
し
て
、
お
お
む
ね
「
男
子
」
よ
り
も

「
女
子
」
の
方
が
「
大
人
か
ら
の
期
待
」
を
感
じ
て
お
ら
ず
、
自

己
否
定
観
が
強
い
こ
と
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
あ
り

よ
う
が
異
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。さ
ら
に
、「
文
化
階
層
上
位
」

よ
り
も
「
下
位
」
の
方
が
「
大
人
か
ら
の
理
解
」
が
得
ら
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。

︵
２
︶「
フ
リ
ー
タ
ー
」
予
定
者
の
自
尊
感
情
の
特
徴
と
し
て
は
、

「
男
子
」
で
は
協
調
性
が
な
い
、「
女
子
」
で
は
大
人
か
ら
期
待
さ

れ
て
い
な
い
、
協
調
性
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。

︵
３
︶
身
の
ま
わ
り
の
モ
デ
ル
と
の
関
係
で
は
、
身
の
ま
わ
り
の

モ
デ
ル
が
多
い
層
で
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
男
子
で
は
「
安
定
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
層
が
多
い
ほ
ど
、

「
大
人
か
ら
の
理
解
」を
感
じ
て
い
る
反
面
、「
狭
義
の
自
尊
感
情
」

は
低
い
。
女
子
で
は
、「
不
安
定
・
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」
層
が
多
い

ほ
ど
「
狭
義
の
自
尊
感
情
」
が
低
く
、「
大
人
か
ら
の
期
待
」
も

感
じ
て
い
な
い
。

︵
４
︶
職
業
意
識
と
の
関
係
で
は
、「
大
人
か
ら
の
理
解
」
や
「
大

人
か
ら
の
期
待
」
を
感
じ
て
い
な
い
層
で
「
仕
事
へ
の
忌
避
」
が

強
い
。
ま
た
、
自
己
否
定
観
が
強
い
も
の
ほ
ど
「
資
格
・
安
定
志

向
」
で
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
男
子
で
は
自
己
否
定

観
が
強
い
ほ
ど
「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」
が
高
く
な
る
の
に

対
し
、
女
子
で
は
「
仕
事
へ
の
忌
避
」
が
強
く
な
る
。

︵
５
︶
総
じ
て
、
男
子
よ
り
女
子
が
、
周
囲
に
「
不
安
定
・
ブ
ル
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ー
カ
ラ
ー
」
層
が
多
く
、「
安
定
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
層
が
少

な
い
層
が
、「
フ
リ
ー
タ
ー
へ
の
親
和
性
」「
や
り
た
い
こ
と
志
向
」

が
強
く
、「
資
格
・
安
定
志
向
」
が
弱
い
層
が
、「
大
人
か
ら
の
期

待
」を
感
じ
て
お
ら
ず「
協
調
性
」が
な
い
と
感
じ
て
い
る
層
が
、

フ
リ
ー
タ
ー
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、「
自
尊
感
情
」は
、少
な
か
ら
ず
職
業
意
識
・

進
路
分
化
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
と
く
に
、

自
尊
感
情
の
観
点
か
ら
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
「
女
子
」「
商
業
校
」「
進
路
多
様
校
」
生
や
、「
不
安
定
・

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」
層
の
み
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
層
に
は
、
自
尊

感
情
を
高
め
る
取
り
組
み
、
特
に
「
大
人
か
ら
の
期
待
」
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
実
践
を
高
校
現
場
に
お
い
て
重
点
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
傾
向
は
お
そ
ら
く
小
・
中

学
生
の
段
階
か
ら
引
き
続
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
人
か

ら
の
期
待
を
感
じ
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
心
理
的
に
排
除
さ
れ
て

い
る
状
態
が
フ
リ
ー
タ
ー
析
出
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
で
き
よ
う

Д

。
こ
れ
ら
の
視
点
を
重
視
し
た
実
践
を
行
う

こ
と
な
し
に
、
職
業
意
識
を
高
め
る
た
め
の
教
育
を
行
っ
て
も
、

そ
れ
は
不
十
分
な
結
果
に
終
わ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注︵
１
︶ 仕
事
と
結
婚
と
の
相
関
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統

計
情
報
部
編
︵
二
〇
〇
五
︶・
堀
編
︵
二
〇
〇
七
︶
な
ど
を
参
照
。

︵
２
︶「
商
業
校
」は
女
子
で
は
四
一
・
六
％
が「
就
職
」と
な
っ
て
お
り
、

他
の
学
校
タ
イ
プ
と
比
較
し
て
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
︵「
準

進
学
校
」
〇
・
七
％
、「
中
間
校
」
一
四
・
三
％
、「
進
路
多
様
校
」

二
七
・
七
％
、
い
ず
れ
も
女
子
︶。

︵
３
︶本
項
目
は
、「
大
阪
フ
リ
ー
タ
ー
調
査
」︵
部
落
解
放
・
人
権
研
究

所
編
、
二
〇
〇
五
︶
の
知
見
に
即
し
て
調
査
項
目
を
作
成
し
た
。

こ
れ
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
進
路
分
化
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て

は
、
内
田
︵
二
〇
〇
六
：
二
〇
〇
七
︶
を
参
照
。

︵
４
︶も
ち
ろ
ん
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
析
出
の
最
大
の
要
因
は
、
産
業
構
造

の
転
換
に
よ
っ
て
正
社
員
と
し
て
の
枠
が
減
少
し
た
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
性
別
や
社
会
階
層
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
に
高
い
自
尊
感
情
を
育
む
た
め
の
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

文
献

浅
井
春
夫
・
松
本
伊
智
朗
・
湯
沢
直
美
編
︵
二
〇
〇
八
︶﹃
子
ど
も
の

貧
困

│
子
ど
も
時
代
の
し
あ
わ
せ
平
等
の
た
め
に
﹄
明
石
書
店
。

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
︵
二
〇
〇
六
︶﹃
フ
リ
ー
タ
ー
選
択
の
構

造
と
過
程

│「
高
校
生
の
生
活
と
進
路
意
識
調
査
」
報
告
書
﹄。

貧
困
研
究
会
編
︵
二
〇
〇
八
︶﹃
貧
困
研
究
﹄
一
号
、
明
石
書
店
。

堀
有
喜
衣
編
︵
二
〇
〇
七
︶﹃
フ
リ
ー
タ
ー
に
滞
留
す
る
若
者
た
ち
﹄
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勁
草
書
房
。

池
田
寛
︵
二
〇
〇
〇
︶「
学
力
と
自
尊
感
情
」﹃
学
力
と
自
己
概
念
﹄
解

放
出
版
社
、
一
三
一
︱
二
〇
六
。

菅
野
正
之
︵
二
〇
〇
八
︶「
フ
リ
ー
タ
ー
＂
選
択
＂
と
学
校
生
活

│
「
高

校
生
の
生
活
と
進
路
意
識
調
査
」
か
ら
︵
１
︶」﹃
部
落
解
放
研
究
﹄

一
八
〇
号
、
六
四
︱
七
五
。

木
村
涼
子
︵
二
〇
〇
一
︶「
大
阪
の
子
ど
も
た
ち
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識

調
査
」﹃
大
阪
の
子
ど
も
た
ち

│
子
ど
も
の
生
活
白
書　

二
〇
〇

一
年
度
版
﹄大
阪
府
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
、
四
三
︱
五
八
。

久
木
元
真
吾
、
二
〇
〇
三
「「
や
り
た
い
こ
と
」
と
い
う
論
理

│
フ

リ
ー
タ
ー
の
語
り
と
そ
の
意
図
せ
ざ
る
帰
結
」﹃
ソ
シ
オ
ロ
ジ
﹄
第

四
八
巻
第
二
号
、
七
三
︱
八
九
。

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
︵
二
〇
〇
五
︶﹃
二
一
世
紀
成
年

者
縦
断
調
査
︵
国
民
の
生
活
に
関
す
る
継
続
調
査
︶︿
第
二
回
平
成

一
五
年
﹀﹄。

鍋
島
祥
郎
ほ
か
︵
二
〇
〇
五
︶﹃
学
校
効
果
調
査
二
〇
〇
四
報
告
﹄
大

阪
市
立
大
学
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
。

玉
井
眞
理
子
︵
二
〇
〇
一
︶「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
と
学
習
・
進
学
意
欲

の
関
わ
り
︵
上
︶
│
Ｔ
中
学
校
に
お
け
る
質
問
紙
調
査
結
果
か
ら
」

﹃
部
落
解
放
研
究
﹄
一
四
二
号
、
六
四
︱
七
四
。

妻
木
進
吾
︵
二
〇
〇
八
︶「
フ
リ
ー
タ
ー
﹁
選
択
﹂
と
生
育
家
族
の
階

層
的
背
景

│﹁
高
校
生
の
生
活
と
進
路
意
識
調
査
﹂か
ら︵
２
︶」﹃
部

落
解
放
研
究
﹄
一
八
三
号
、
六
二
︱
七
三
。

内
田
龍
史
︵
二
〇
〇
五
ａ
︶「
進
路
意
識
・
進
路
展
望
の
現
状
と
課
題
」

﹃
大
阪
の
子
ど
も
た
ち

│
子
ど
も
の
生
活
白
書　

二
〇
〇
五
年
度

版
﹄
大
阪
府
人
権
教
育
研
究
協
議
会
二
一
︱
三
三
。

内
田
龍
史
︵
二
〇
〇
五
ｂ
︶「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
就
労
・
再
生
産

│
社

会
的
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
た
フ
リ
ー
タ
ー
女
性
の
語
り
か
ら
」

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
﹃
排
除
さ
れ
る
若
者
た
ち

│
フ
リ
ー

タ
ー
と
不
平
等
の
再
生
産
﹄
解
放
出
版
社
、
六
六
︱
八
五
。

内
田
龍
史
︵
二
〇
〇
六
︶「
進
路
分
化
と
モ
デ
ル
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
、
前
掲
、
一
一
七
︱
一

二
四
。

内
田
龍
史
︵
二
〇
〇
七
︶「
フ
リ
ー
タ
ー
「
選
択
」
と
社
会
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

│
高
校
三
年
生
に
対
す
る
進
路
意
識
調
査
か
ら
」﹃
理
論

と
方
法
﹄
四
二
号
、
一
三
九
︱
一
五
三
。

苅
谷
剛
彦
・
志
水
宏
吉
編
︵
二
〇
〇
四
︶﹃
学
力
の
社
会
学

│
調
査

が
示
す
学
力
の
変
化
と
学
習
の
課
題
﹄
岩
波
書
店
。

苅
谷
剛
彦
︵
二
〇
〇
四
︶「﹃
学
力
﹄
の
階
層
差
は
拡
大
し
た
か
」
苅
谷

剛
彦
・
志
水
宏
吉
編
﹃
学
力
の
社
会
学

│
調
査
が
示
す
学
力
の
変

化
と
学
習
の
課
題
﹄
岩
波
書
店
、
一
二
七
︱
一
五
一
。


